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新型コロナウイルス感染症への対応

お客さま
マルイ・モディ店舗においては、2020年3月には時間短縮営
業や一部店舗での2日間の臨時休業を実施、緊急事態宣言
後は食料品売場および一部テナントを除き、全店舗を休業と
しました。宣言が解除された地域は、感染防止対策を講じた
うえで順次営業を再開し、6月からは全店で営業を再開してい
ます。エポスカードにおいては、お支払い期日の変更などの
対応に加え、家賃決済のお客さまには政府の住居確保給付
金制度をご案内しています。

お取引先さま
ステークホルダーの利益拡大をめざす共創理念に基づき、休
業期間中の家賃全額免除をはじめとするパートナーシップ強
化策を実施しました。お取引先さまとのパートナーシップを強
化することでこの未曾有の危機をともに乗り越え、中長期的
な企業価値向上につなげていきます。

株主・投資家
新型コロナウイルスの感染拡大によって世界情勢が大きく変
化し先行きが不透明ではありますが、適時・適切に情報を開示
していきます。また、事業の継続性や安定性を確保することで、
株主・投資家の皆さまに信頼していただける経営を進めてい
きます。

社員
店舗の休業などにより自宅待機となった社員は特別休暇と
し、コールセンターや物流センターなど出社が不可欠な部門
においては、事務所の分散化や飛沫感染防止の徹底など、
安心して働ける環境整備を実施しました。本社においては、
働き方改革の一環として進めてきたモバイルPCの導入が完
了していたことで、テレワーク実施率は上昇し、感染防止とと
もに新たな働き方が浸透しています。

丸井グループでは、ステークホルダーの皆さまの健康と安全を第一に考え、さまざまな対応を進めています。新型コロナウイルス
感染症の影響は依然不透明ではありますが、すべての人が「しあわせ」を感じられるインクルーシブで豊かな社会の実現をめざし、
コロナ危機をともに乗り越えるために関係性を見つめ直し、パートナーシップをより強固なものにしていきたいと考えています。

エポスカードで今できるクラウドファンディング型支援

（株）エポスカードは、新型コロナウイルス感染症対策の支援として、義
援金の受付を2020年4月より開始しています。7月よりその支援範囲を
さらに拡大し、私たち一人ひとりが今できる「クラウドファンディング型
支援」をご紹介する特設ページを公開しています。クラウドファンディン
グを運営する3社と連携することで、お客さまがエポスカードでクラウド
ファンディング型支援にご参加いただけるようになりました。

  www.to-mare.com/recent/2020/-action.html

お取引先さまとのパートナーシップ強化策～新型コロナウイルスを乗り越えるために～

 固定家賃および 
共益費の10～15%を
減額（3月期分）

お取引先さまの 
休業期間中の家賃 
および共益費を 
全額免除

消化仕入の 
お取引先さまの 

最低保証売上の撤廃
（3～8月期分）

ご希望に応じて 
敷金1～2カ月分を 

返却 
（6カ月以上預託する
お取引先さまが対象）

ご希望に応じて 
5～7月期のお支払い
を6カ月間猶予

お取引先さまに 
対する「家賃支援 
給付金申請」の 
サポート
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